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【 モデ ルを 示す】

【お互いの対処法を肯定的に聴き合う】

子どもたちは「心マップ」を見ながら，自分自

身のことを見つめ，好きなことや支えてくれる人

を生かして，以下のように多様な対処法を考えた。

C1：走ったりバレーをしたりして，イライラや

もやもやを忘れて気分がよくなるようにす

る。

C2：外に出て遊ぶ。弟と遊ぶ。

C3：相談できるものは相談する。恥ずかしいも

のは自分でじっくり考える。自分の好きな

【心マップ】 ことや趣味で気持ちを切り替える。

対話 の際に は， 一人１分の時 間 「聴き合い活動」のデモンストレーションから，

を 設定 し，教 師が 指示を出しな が どのような対話を行うのか共通理解した。

ら「聴き合い活動」 ＊ １を行った。 Ｔ：（心マップを見せながら）先生の対処法は

まず，教師がど ほけんだよりを作ることです。

のような対話を行 C4さん不思議そうだね。質問してください。

うのかデモンスト C4：どうしてすっきりするんですか。

レーションを行い， Ｔ：保健の先生の仕事が好きで，その中でも，

手本を示した。（技 みなさんに心や体のことをお知らせできる

グ 能・雰囲気） ほけんだより作りが大好きだからです。

ル Ｔ：今，C4さんが質問してくれて，とても嬉し

ー

かったです。聴いている人たちも，うなず

プ いたりにこにこしていたりしたので，たく

対 さん「ポジティブ・ストローク」をもらっ

話 て話しやすかったです。

その後，自分に合いそうな対処法と理由をグル

ープで聴き合った。

子どもたちは，笑顔でうなずきながら相手の意

見を聴くとと

もに，質問や

確認等を行い

話し 合う時 のル ールを，朝の 活 ながら，お互

動を通して具体的に共有した ＊ ２こ いの対処法を

とを「ポジティブ・ストローク」＊３ 共有していっ

と いう 合い言 葉を 示して想起さ せ た。

た。（技能・雰囲気）

発表 を聴く 子ど もたちが，う な 全体対話では，話し合った対処法とそのよさを

ず いた り身を 乗り 出したりしな が 学級全体で共有していった。

ら 聴い ている 様子 から，共感や 感 C5：荷物を包んでいるプチプチを踏んで潰しま

心 等を 見取り ，学 級全体に広げ て す。全部潰すとすっきりするからです。

いった。 （学級全体から共感する声が上がる）

【聴き合い活動】
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